
 様式３ 

 

会  議  記  録 
 

 次の審議会（協議会）を下記のとおり開催したので報告します。 

審議会等名称 令和３年度 第５回近江八幡市総合教育会議 

開催日時 令和４年２月９日（水） 10時00分 ～ 11時00分 

開催場所 近江八幡市役所４階 第３・４委員会室 

出席者 

※会長等◎ 

副会長等○ 

出席者（敬称略） 

市 長 小西 理（◎） 

教育長 大喜多 悦子 

教育長職務代理者 久家 昌代 

教育委員会委員 八耳 哲也、西田 佳成、安倍 映子 

 

次回開催予定日  未定 

問い合わせ先 

所属名、担当者名 総合政策部企画課 今井 

電話番号  0748-36-5527 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  010202@city.omihachiman.lg.jp 

会議記録 発言記録 ・ 要約 

要約 

した 

理由 

要点を簡潔に整理することにより、内容をわ

かりやすく理解してもらうため 

内容 別紙のとおり 

担当課⇒総務課 



1 

＜会議記録（要約）＞ 

 

 

 

１. 開会 

市 長 

 

２. あいさつ 

 短い時間だが、忌憚のない意見をいただきたい。 

 

事 務 局 

 

３. 議題 

① 近江八幡市教育大綱の改定について 

⑴ 教育大綱本編・概要版の最終確認について 

 事務局担当者より、資料１～３に基づき説明。 

 

委 員  「はじめに」の文章中の漢字・ひらがなの使い分けや読点・中点の使い分け

について、以前の会議で修正した部分がもとに戻っているように思えるがこ

れでいいのか。 

 

事 務 局  資料に変更が反映されていなかったので修正する。 

 

委 員  概要版の表紙にある「早寝・早起き・あさ・し・ど・う」の「さ」はもう少

し小さくしてほしい。 

 

事 務 局  いただいた意見について修正を加えたものを最終確定としてよろしいか。 

 

 【異議なし】 

事 務 局  委員の皆様の承認を得たので、今回の案を修正したものを確定とし、今後の

周知広報活動に取り組んでいく。 

 

事 務 局  ①近江八幡市教育大綱の改定について 

⑵ 周知に係る取組予定について 

 事務局担当者より、資料４～７に基づき説明。 

 

委 員  ポスターは案内チラシなどとは違うと考える。 

 何を優先して載せるかという点では大綱が新しくなったということよりも、

大綱そのものの内容について載せた方が良い。 

 ポスターは文字を色々書くよりも、目を引くことが重要。近江八幡市として

こうした方向で行くということが一目で分かるものにしてほしい。 

 事務局の案を見ると、アピールしたいことを一目でわかるようになっていな

い。一目見てこれは何だろうと引き付けられるものが欲しい。 
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 事務局案を否定するわけではないが、案を見ての雑感である。 

 

委 員  記載している内容は一番伝えたいことを伝えているとは思う。 

 ただし、「ふるさと近江八幡」や「生き抜く力」という部分が一目見て飛び込

んでくるようにはなっていない。事務局案では内容が多すぎて伝えたいこと

が分散してしまっている。 

 もっと伝えたいことを絞り込み、それを子どもから高齢者まで一目見て伝わ

る形で表現できないか。 

 

市 長  保護者や生徒に案を見てもらい選んでいただくというのはどうか。自分で選

ぶとなると真剣に見ることになり、選ぶ過程自体が広報になる。 

 事務局案については、黒板のデザインされたポスターが町中に貼ってあると

いうのは面白いと思う。 

 

事 務 局  ご意見を受けて、やはり文字の占める割合が多いということだったので、大

綱の内容をイラストや写真などの目につきやすい形でデザインしていければ

と考えている。 

 

市 長  一意見として聞いてもらいたいが、自分の過去の経験からデザインというの

はみんなの意見を聞いてできるというものではなく、誰かが意図をもって決

めないと決まらない。 

 そこで、デザインは教育長に一任することとしたい。 

 デザインについては色々な意見が出てくるが、ターゲットがだれで、何を訴

えたいのかということで違ってくる。 

 

教 育 長  ターゲットという意味では全市民を対象としたものなので難しい。 

 

市 長  色々なメディアでの合わせ技が重要。例えば若者向けには、SNS やネットを

中心に発信すれば効果的といった風に考えれば、ポスターは誰向けかという

のも設定できる。 

 ポスターは、コミセンや運動公園などの人が来るところに貼る。クリアファ

イルは地域の行事や学校で配るということになる。その時にターゲットがど

んな人になるか考えればいい。 

 効果的な周知の方法というところは、教育長に一任とはしながらも市長部局

とも相談しながら、やっていってもらいたい。 

 

教 育 長  進めていくに当たり、予算や期限についてはどうか。 
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事 務 局  予算は今年度予算で進めるつもり。期限についてはどこまでを業者に依頼す

るかによって変わってくるが、業者にデザインまで任せるとなるとデザイン

料がかかってくるため予算上難しい。現実的な方法としてはここでの会議の

結果なども踏まえて事務局でデザインを作成し、業者にはその手直し程度と、

印刷・製本を依頼するということになる。 

 そうした流れで進めると、２・３週間後にはデザインができていないといけ

ない。 

 

市 長  提案したような、市民に投票いただくという形は時間がないということか。 

 ではここで皆さんの意見を改めてお聞きし、教育委員会も含めた事務局に一

任。ご意見を反映するかどうかも、事務局で勘案するという形でよろしいか。 

 

 【異議なし】 

 

委 員  事務局案を否定するつもりはない。 

 私が思うポスターはある程度離れているところからでも、あれは何だろうと

思っていただけるもの。 

 文字をたくさん書くよりはイラストや写真などを大きく出した方が良い。 

 当市には「早寝・早起き・あさ・し・ど・う」という独特の取組があり、こ

れを市民の皆様にも意識してもらいたい。「にこまる」というキャラクター

もいるのでこれを大きく出して、何だろうなと思ってもらうのはどうか。 

 目の見えない方への配慮として音声を使った広報なども、本市の福祉の在り

方に関わる話なので考えていかなければならない。 

 若者向けに SNS を使った広報も並行していけると良い。 

 

委 員  市の公式 LINE での配信は予定されているのか 

 

事 務 局  実施する予定。 

 

委 員  皆さんと同じ意見だが、文字が多いのでポイントをもっと絞ると良い。 

 新しくなったことより、まずは大綱を知ってもらうことが一番大事。 

 

事 務 局  デザインについては再度検討する。 

 記載する内容としては案の中で「ポイント」としてまとめているようなこと

でよろしいか。 

 

委 員  ３点まとめている部分は、基本理念でも同じようなことが言われているので

より簡潔にするために基本理念のみの掲載でも良いのではないか。 



4 

 職員の中にもデザインに秀でた人はいると思うし、学校の美術の先生なども

いる。様々な力を結集して作っていっていただきたい。 

 

事 務 局  ご意見をまとめると、 

大綱が新しくできたというよりは大綱そのものをアピールする。 

文字は極力少なくしてインパクトのある形で、書くとしたら基本理念。 

本市独自の取組である「早寝・早起き・あさ・し・ど・う」は大きく出して

いく。 

 これらの意見を踏まえ、事務局で再度案を考える。 

 

教 育 長  「早寝・早起き・あさ・し・ど・う」は小・中学生にはかなり認知されてい

るが、保護者や一般の方にはまだ根付いていない。 

 新しい教育大綱はどういうものかを考えて今の案になっていると思うが、文

字が多すぎるのでもう少し考えていただきたい。例えば動物愛護ならパンダ

しか描かれていないなど、ポスターというのはそうした性質のもの。 

 今回の案は LINE での周知の際に使う等の工夫をしていけると良い。 

 市長の提案にあった市民からの投票というのは時間の都合上できないかもし

れないが、何らかの形で子どもの意見を入れられると良い。 

 

委 員  別の話になるが、クリアファイルは色々なところでもらうが、図柄ばかりで

何をはさんだかわからないものはあまり使わない。裏面に役立つ情報などが

書かれていれば、使おうという気になる。 

 

事 務 局  これまで出た意見を踏まえ、事務局で案を作っていく。 

 いずれにしても広報はこの一回で終わりではなく継続的にやっていくので、

継続する中でも意見を頂戴したい。 

 

事 務 局 ③その他について 

 今年度の最後の会議となる。今年度中に議論すべき議題があればお願いした

い。 

 

 【意見無し】 

事 務 局  本日の議題は以上となる。今年度も活発な議論をいただきありがとうござい

ました。来年度も本市の教育行政の推進のため引き続きご協力を賜りますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 

 終了 11 時 00 分 

 


